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令和２年４月22日 第１回定例会（伊那市役所）を開催しました。
令和２年７月１日 諏訪・上伊那地区社会教育委員連絡協議会合同研修会（岡谷市カルチャー

センター）に参加しました。
令和２年８月19日 第２回臨時会（伊那市役所）を開催しました。

（会議後、社会教育委員発！我がまちいいとこ10選研修視察４か所）
令和２年８月27日 地域ぐるみで子どもを育てるフォーラム（諏訪市文化センター)に参加しま

した。
令和２年11月26日 第３回臨時会（伊那市役所）を開催しました。

（伊那市教育委員との懇談会）
（会議前、社会教育委員発！我がまちいいとこ10選研修視察３か所）

※今年は新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、多くの研修会等が中止になりました。

伊那市生涯学習基本理念

ー共に学び、今に生かし、更に深め、未来へとつなぐー

▲「社会教育委員発！我がまちいいとこ１０選」視察研修：西春近諏訪形 猪垣史跡
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中 村 幸 子 会長 （富県地区）

寺 田 利 男 副会長（高遠町地区）

酒 井 照 明 委員 （伊那地区）

黒河内 あけみ 委員 （美篶地区）

宮 原 晴 美 委員 （手良地区）

髙 見 さゆり 委員 （東春近地区）

茅 原 紘 委員 （西箕輪地区）

太 田 伸 委員 （西春近地区）

山 﨑 恭 子 委員 （高遠町地区）

中 山 惠 理 委員 （長谷地区）

（任期：令和２年４月～令和４年３月まで）

委員さんからひとこと
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令和２年度第１回社会教育委員会議（定例

会）を、令和２年４月22日(水)に伊那市役所

で開催しました。

会議では、委員の委嘱のほか、本年度の事

業の取組の方針について協議しました。

委員に任命された10名を紹介します。

酒井 照明（伊那地区）

20年以上も前の学校現場で、私の恩師（後

のＫ市教育長）から「酒井君、これからは生

涯学習の時代だよ」と言われた。学校教育が

一番だと思っていた私には、この言葉の意味

が理解できなかった。

時が流れ、区の役として関わった地域のイ

ベント、「おいで塾」をはじめとし公民館等

の様々な活動を通して、子どもから高齢者ま

でと触れ合い、学校現場とは違った生き生き

とした姿を見取れた。

さて、社会教育委員１年目。原垣外遺跡※

見学・インドシルク等のイベント参加・市い

いとこ10選・第２次生涯学習基本構想等から

市の歴史、文化まさに宝物に触れ、学び、再

発見し、感動する。ようやく、恩師の言われ

た言葉の本質に少しでも近づけた思いである。

（※「原垣外遺跡」の名称は、

令和２年12月23日付けで、

地域に親しみのある

「勧前遺跡」に変更となり

ました。）

今回は、新たに会長に就任した中村委員さ

ん、新任の酒井委員さんから、ひとこといた

だきました。

中村 幸子（富県地区；会長）

４期目の本年度、経験豊富な委員の皆様方

のご協力を賜り、会長を務めさせていただく

こととなり、間もなく１年を終えようとして

います。この１年を振り返ってみます時、年

明けから、私達がこれまで経験したことのな

い新型コロナウイルスの感染拡大に翻弄され

た日々であり、異例づくめの激動の１年とな

りました。小中学校の休校や地域でのイベン

トも全て中止となりました。これまで地域住

民の皆様の生涯学習の拠点である公民館活動

も中止を余儀なくされましたが、学校や公民

館活動も再開され、文化祭の開催や、各種講

座も再開され嬉しく思っています。

しかし、冬の訪れと共に日本全土にウイル

スは感染拡大を続け、再び各種イベントの中

止や延期となってしまいました。社会教育委

員の皆様も、これまで全委員で他市町村の活

動を学ばせていただくと共に、交流を通じて

の学びを、委員それぞれが地域活動に反映を

して参りましたが、本年度は全委員での研修

の機会は叶いませんでした。

しかし、委員の皆様推薦の「我がまちのい

いとこ10選」は例年どおり実施でき、市内の

歴史や文化を学ばせていただく機会を得まし

たことは幸いであったと思っています。

今後も、コロナウイルスの感染状況に配慮

しながら、公民館活動や学校、地域に足を運

び、見て聞いて学び、委員の皆様と話題を共

有しながら「実践する社会教育」を目指して

参りたいと思っています。
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伊那市社会教育委員は、「社会教育委員に

よる実践活動の取組」の６つの柱に沿って、

活動を進めています。

社会教育委員 実践活動の取組

Ⅰ 現場へ「足」を運ぶ
～机上の空論では意味がない～

Ⅱ 日頃から「手」に汗を握る
～自分がやらずして、人には言えない～

Ⅲ 市民から「顔」が見える
～存在と役割を知ってもらうために～

Ⅳ 些細な事でも聴く「耳」をもつ
～個を知ることは、全容解明の第一歩～

Ⅴ 深く掘り下げて視る「目」を持つ
～特色を捉え、生かし、発展させる～

Ⅵ 腹に納めず「口」に出す
～問われて答え、そうでなくても言う～

「足」を運ぶ活動 イベント等参加報告

生涯学習関係イベントに参加して、感想や

良かった点、問題点や課題などを報告書にま

とめ、社会教育委員会議において発表し、情

報を共有しています。

今年は、新型コロナウィルス感染症拡大防

止のため、多くのイベントが中止や延期にな

りましたが、その中でも開催されたイベント

等に積極的に足を運びました。

報告の中からいくつかご紹介します。

〇伊那市創造館企画展「蕎麦は正義」

「蕎麦は正義」というタイトルにまず驚か

された。伊那は「信州そば発祥の地」という

ことは知っていたが、この企画展を通して、

納得することができた。そば打ちの映像、そ

ば打ちの各種用具や歴史的な資料の展示を通

して、特に高遠そばの由来、保科正之公と会

津若松との関係性について詳しく知ることが

できた。

〇高遠町歴史博物館特別展「ふるさとごはん

の300年」

江戸時代の食事の様子の一端を感じること

ができました。

現代にもつながるメニューの数々、西洋化

という大きな時代の変化にもかかわらず、伝

統の深さを感じます。

再現料理を試食された学芸員の、減塩なる

も出汁が効いており美味しかったとの話に、

展示を見るだけでは分からないことも知れ、

良かったです。塩が貴重だった時代背景か、

昔も健康に気を使って食事しているのか考え

させられました。

〇高遠町歴史博物館特別展「出征兵士と家族

の肖像展」

出征を前に緊張した面持ちの若者と父母、

祖父母、兄弟といった人々の複雑なそれぞれ

の表情が見て取れた。

また、当時の町や店舗、役場と思える建物、

座敷のある家、庭等親近感を持って見られ、

過去の歴史の中の戦争が身近に感じられた。

展示し、共有することで、平和

への願いが再認識され、文化伝承

につながっていくのではと思う。

〇宇宙の学校第１回

今年度は、コロナの影響で中止かと思って

いましたが、「星と宇宙の教室」という名前

で開催されました。久しぶりに元気な子ども

たちに会えてよかったです。

教材もシンプルで楽しく作っていました。

フィルムケースでロケットを作り、入浴剤と

水を使って飛ばすもので、子どもたちはいつ

飛ぶかジッと見つめ、飛んだ瞬間目を輝かせ

ていて素晴らしかったです。
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〇高遠石工（花文字道祖神）

〇伊那市歴史シンポジウム 原垣外遺跡※

現地説明会（※…P.2参照）

学芸員のすばらしい説明で、一気に縄文時

代、奈良時代、平安時代にタイムスリップし

た感が強くいたしました。住居跡からは土器

や陶器、鉄製の矢尻等が出土、かまど跡も

はっきり確認出来て、当時の住民の生活ぶり

をロマンチックに想像することができた。

宅地造成後も何らかの形で

発掘調査の結果を生かす工夫を

していくとの説明があり、是非

実現することを期待したく思い

ます。

〇伊那市創造館企画展「インドシルク－手し

ごと伊那谷の未来－」

創造館の企画展としては有料の展示会でコ

ロナ禍も加わり、入場者の数が懸念されまし

たが、講演会があるためか、私が予想してい

たよりも入場者がありました。

巻衣装（サリー）を中心とした展示となっ

ていましたが、デザイン性、刺繍、絞り染め、

何もかも素晴らしいものでした。

また、ＪＩＣＡでインド北部の養蚕農家を

サポートするために派遣された飯田氏の実践

と伊那谷の養蚕に触れての講演会も、40名程

参加されて好評でした。

〇伊那市人権同和講座講演会

「へこたれへん～人はきっとつながれる

～」三重県人権教育啓発研究会代表の松村智

広氏の話術にまず驚く。流ちょうな関西弁の

語り口調は小気味よく、聞く人の心をつかん

で離さない。なんとＭ１グランプリにも出演

したとか。さすがである。

差別は同和地区、障害者に対し今も消えな

い。その現状には心痛む。そんなはずはない

とはっきり言いきれない。人間の性なんだろ

うかと悔しく思う。人と人とのつながりの大

切さを教えられた。

我がまちのいいとこ１０選研修視察

深く掘り下げて視る「目」を持つ活動、ま

た、現場へ「足」を運ぶ活動として、各委員

が地元の自然、歴史、文化などを推薦し、現

地への視察研修を行っています。推薦した委

員自身が講師となり、現地を案内します。

普段見慣れた景色や建物が、現地で解説を

聞くことで「改めて分かった」との声も上が

りました。

諏訪と高遠を結ぶ杖突街道沿いには、農村

風景に溶け込むように多くの石仏があるのが

目に入ります。そのほとんどが集落の入口

（村境）にまとまっており、馬頭観音、庚申

塔、道祖神など様々な石仏が見られます。

これらは、災厄が村に入ってこないように、

また子孫繁栄や旅の安全などを願って、江戸

時代から今日まで長年にわたって受け継がれ

てきた民間信仰の証です。

花文字道祖神は、杖突街道の入口にありま

す。三匹の猿と見られる顔が、それぞれの文

字の中に描かれた、遊び心にあふれる道祖神

です。（伊那市高遠町)
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〇仲仙寺の「千匹馬図」絵馬・伊那市考古資

料館

仲仙寺は古くから馬の祈願寺の信仰があり、

多くの絵馬が奉納され、巨大な額に無数の馬

が描かれている「千匹馬図」絵馬など本堂外

陣内に素晴らしい絵馬を見ることができます。

奉納された絵馬の一部は考古資料館で展

示・保管され、その中には、上伊那最古の絵

馬とされる「相撲図」など貴重な絵馬もあり

ます。（伊那市西箕輪羽広）

〇高遠城址公園

高遠城址公園は、桜の名所として知られて

いますが、公園内には文字のない無字の碑や

歌碑など他では見られない石碑、藤原鎌足を

祀った藤原神社、高遠閣などの建物、国の史

跡指定を受けた堀や土塁など今も残る戦国の

城の縄張りなどを見ることができます。高遠

城は土塁、空堀が特徴の戦国城郭として日本

100名城に選ばれています。(伊那市高遠町)

〇諏訪形の猪垣

江戸時代、イノシシやシカなどによる農作

物への被害を防ぐために、藤沢川から大田切

川に至る標高700ｍの地域に作られた柵です。

諏訪形地区では、この猪垣を古文書などか

ら復元し、野生生物による農作物被害が深刻

化する中、歴史ある施設を学習の場として活

用していく取組が、地域の方々によって実施

されています。（伊那市西春近)

〇下牧川原（ミヤマシジミと共に）

ミヤマシジミは、環境省レッドリストで絶

滅危惧ＩＢ類に指定されています。河原には、

幼虫の唯一の食草であるマメ科の落葉小低木

コマツナギが群生しています。国土交通省と

ミヤマシジミ研究会、地域

の方々が保護活動を進めて

います。（伊那市西春近)



馬場さん
お世話になりました
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令和２年度は、「第１次

伊那市生涯学習基本構想」

計画期間の最終年度です。

「共に学び、今に生かし、

更に深め、未来へとつな

ぐ」を基本理念に、平成

23年度から10年間、生涯学習社会の実現に向

けて数々の施策に取り組んできました。

この基本構想の成果を引き継ぐとともに、

日々変化する社会情勢に対応するため、また

「第２次伊那市総合計画」との整合性を図る

ため、令和３年３月までに、今後の市の生涯

学習施策の方向性を定める「第２次伊那市生

涯学習基本構想」を策定します。

令和２年11月26日（木）に行われた第３回

社会教育委員会議では、「第２次生涯学習基

本構想（案）」について教育委員との懇談を

行い、提言をいただきました。

長年、社会教育委員としてご活躍いただき

ました伊那地区（狐島）の馬場武志さんに、

長野県社会教育委員連絡協議会から表彰状が

授与されました。令和２年９月17日(木)に行

われた、長野県社会教育研究大会での表彰式

は、都合によりご欠席でしたが、後日、事務

局からお渡ししました。

馬場さん、３期６年にわたり伊那市の社会

教育推進にご尽力いただき、ありがとうござ

いました。今後ともよろしくお願い申し上げ

ます。

馬場武志前会長が表彰されました 第２次伊那市生涯学習基本構想策定

……事務局感……

コロナ禍の影響により、多くの行事が中止や延期となりました。

「○○教室は中止になってしまったのでしょうか」「どこかで歌える場所は

ありませんか？」残念に思う多くの声が届きました。

「それでも学びを止めてはいけない」との思いと、少人数で対策を取り、新

たな方法で行うなど、改めて生涯学習活動を考える機会となりました。

こうした点も、新たな生涯学習基本構想に反映して策定しました。（登）


